
(57)【要約】

【課題】防火扉に設けられる加熱膨張材を上、下及び竪

框ごとに取付構造を変えて装着すること。

【解決手段】防火扉の上框では、長手方向に形成され、

上面開口の凹部に加熱膨張材を取付ける。そして、下框

では、長手方向に形成され、下面開口の取付空間に取付

部材を介して縦方向に加熱膨張材を取付ける。さらに、

竪框では、凹部を長手方向に形成し、少なくとも一方の

防火扉の凹部に気密材と加熱膨張材を取付ける。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
開 口 部 を 構 成 す る 枠 体 に 取 付 ら れ る 両 開 き 防 火 扉 に お い て 、
両 方 の 防 火 扉 の 上 框 で は 、 長 手 方 向 に 形 成 さ れ 、 上 面 開 口 の 凹 部 に 加 熱 膨 張 材 を 取 付 け 、
下 框 で は 、 長 手 方 向 に 形 成 さ れ 、 下 面 開 口 の 取 付 空 間 に 取 付 部 材 を 介 し て 縦 方 向 に 加 熱 膨
張 材 を 取 付 け 、
竪 框 で は 、 凹 部 を 長 手 方 向 に 形 成 し 、 少 な く と も 一 方 の 防 火 扉 の 凹 部 に 気 密 材 と 加 熱 膨 張
材 を 取 付 た こ と を 特 徴 と す る 防 火 扉 。
【 請 求 項 ２ 】
気 密 材 と 加 熱 膨 張 材 は ビ ス に て 竪 框 に 形 成 の 凹 部 に 取 付 ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 防 火 扉 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 建 物 に 設 け ら れ る 防 火 扉 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 多 く の 人 が 出 入 す る ビ ル デ ィ ン グ や 劇 場 等 の 大 型 建 物 で は 、 延 焼 を 防 止 す る た め
に 防 火 扉 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 防 火 扉 も 開 口 部 の 大 き さ に 合 わ せ て 一 枚 扉 の も の や 両 開
き の も の が 採 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 防 火 扉 が 火 災 時 に 効 果 を 発 揮 す る に は 、 該 防 火 扉 と
枠 体 と の 隙 間 か ら 火 炎 や 煙 な ど が 出 な い こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 隙 間 へ の 対 策 と し て 、 高 熱 が 加 わ る と 膨 張 し て 隙 間 を 埋 め る 加 熱 膨 張 材 が 用 い ら れ て
き て い る 。 こ の 加 熱 膨 張 材 は 枠 体 に 設 け ら れ て い る が 、 両 開 き 扉 で は 、 召 し 合 わ せ 部 分 は
当 然 な が ら 扉 に 加 熱 膨 張 材 を 取 付 け な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 、 枠 体 と 扉 と の ２ つ の 部 材 に 加 熱 膨 張 材 を 装 着 し な け れ ば な ら ず 、 手 数 の 増 加
と な り 、 近 年 そ の 対 策 と し て 扉 に の み 加 熱 膨 張 材 を 設 け る こ と が 考 え ら れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 通 路 に 設 け ら れ 、 通 常 閉 じ ら れ て い る 防 火 扉 は 、 人 の 出 入 に て 頻 繁 に 開 閉
動 作 が 繰 り 返 さ れ 、 加 熱 膨 張 材 が 防 火 扉 か ら 落 下 す る こ と が あ り 、 こ の よ う な 場 合 に 火 災
時 に 充 分 な る 防 火 効 果 を 発 揮 す る こ と が 出 来 な く な る 虞 が あ っ た 。 ま た 、 召 し 合 わ せ 部 分
で は 、 気 密 材 も 設 け な け れ ば な ら ず 、 加 熱 膨 張 材 と 別 々 の 取 付 で は 取 付 作 業 が 増 加 し 、 作
業 性 が 悪 化 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 防 火 扉 に 設 け ら れ る 加 熱 膨 張 材 の 取 付 構 造 を 、 上 、 下 及 び 竪 框 ご と
に そ れ ぞ れ 変 え て 前 述 の 不 具 合 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 防 火 扉 は 、 開 口 部 を 構 成 す る 枠 体 に 取 付 ら れ る 両 開 き 防 火 扉 に お い て 、 両
方 の 防 火 扉 の 上 框 で は 、 長 手 方 向 に 形 成 さ れ 、 上 面 開 口 の 凹 部 に 加 熱 膨 張 材 を 取 付 け 、 下
框 で は 、 長 手 方 向 に 形 成 さ れ 、 下 面 開 口 の 取 付 空 間 に 取 付 部 材 を 介 し て 縦 方 向 に 加 熱 膨 張
材 を 取 付 け 、 竪 框 で は 、 凹 部 を 長 手 方 向 に 形 成 し 、 少 な く と も 一 方 の 防 火 扉 の 凹 部 に 気 密
材 と 加 熱 膨 張 材 を 取 付 た こ と に あ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に よ り 、 上 框 に 比 し て 落 下 し や す い 下 框 で は 、 加 熱 膨 張 材 が ２ つ の 部 材 に て 挟 持 さ れ
、 し か も 縦 方 向 と な っ て い る こ と か ら 、 挟 ま る 面 積 の 拡 大 と な り 、 防 火 扉 か ら 落 下 す る こ
と が 防 が れ る 。 し た が っ て 、 火 災 時 に 加 熱 膨 張 材 が 膨 張 し て 防 火 扉 の 周 囲 を 完 全 に シ ー ル
し 延 災 が 防 が れ る も の で あ る 。 ま た 召 し 合 わ せ 部 分 で は 、 気 密 材 と 加 熱 膨 張 材 は 共 に ど ち
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ら か 一 方 の 扉 の 凹 部 に 取 付 ら れ る の で 、 取 付 作 業 の 増 大 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 気 密 材 と 加 熱 膨 張 材 は ビ ス に て 縦 方 向 に 形 成 の 凹 部 に 取 付 ら れ て い る （ 請 求 項 ２ ）
。 こ の ビ ス に よ る 取 付 で 確 実 に 竪 框 に 取 付 ら れ 、 落 下 が 防 が れ る と 共 に 、 取 付 作 業 性 は む
し ろ 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に も と づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ に は 、 両 開 き の 防 火 扉 ３ ， ４ が 示 さ れ 、 ヒ ン ジ ５ に て 枠 体 １ の 開 口 部 ２ の 開 閉 自 在 に
取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 防 火 扉 ３ ， ４ は 下 記 す る 図 ２ 乃 至 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 同 一
構 造 で 、 上 框 ７ ａ 、 下 框 ７ ｂ 及 び 竪 框 ７ ｃ ， ７ ｂ よ り 成 る 框 ７ と 、 そ の 中 央 開 口 １ １ に 嵌
合 の 耐 熱 ガ ラ ス ８ と よ り 成 り 、 ド ア ク ロ ー ザ ９ で 常 時 閉 じ ら れ て い る 。 １ ０ は 防 火 扉 の 押
し 棒 で あ る 。 １ ６ は 前 記 防 火 扉 ３ ， ４ の 上 方 に 設 け ら れ て い る 嵌 め 殺 し の 耐 熱 ガ ラ ス で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ に は 、 両 防 火 扉 ３ ， ４ の 縦 断 面 図 が 示 さ れ 、 こ の 防 火 扉 ３ ， ４ の 上 框 ７ ａ は 、 断 面 矩
形 の 中 空 材 よ り 構 成 さ れ 、 外 周 側 に 横 方 向 （ 水 平 方 向 ） に 凹 部 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ
の 凹 部 １ ２ 内 に 両 面 テ ー プ （ 図 示 せ ず ） に て 加 熱 膨 張 材 １ ３ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
加 熱 膨 張 材 １ ３ は 、 カ ー ボ ン 系 （ 例 え ば レ ク タ ー シ ー ル 社 製 の 商 品 名 の ブ ラ ジ シ ー ル ） や
ゼ オ ラ イ ト な ど で あ る が 、 所 定 の 温 度 で （ １ ６ ０ 度 く ら い ） で 膨 張 （ ３ ８ 倍 程 ） す る 非 可
燃 部 材 で あ れ ば 良 い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
な お 、 前 記 上 框 ７ ａ の 反 外 周 側 （ 中 央 開 口 側 ） に は 、 耐 熱 ガ ラ ス ８ が 挿 入 さ れ る ガ ラ ス 挿
入 溝 １ ４ ａ が 形 成 さ れ 、 耐 熱 ガ ラ ス ８ の 上 端 が 挿 入 さ れ 、 シ リ コ ン 系 の シ ー ル 材 １ ５ に て
固 定 し 取 付 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
下 框 ７ ｂ は 、 断 面 矩 形 の 中 空 材 よ り 構 成 さ れ 、 下 面 に コ 字 形 材 １ ７ が 嵌 合 し て 長 手 方 向 に
下 面 開 口 の 取 付 空 間 １ ８ が 形 成 さ れ 、 こ の 取 付 空 間 １ ８ に 取 付 部 材 １ ９ を 介 し て 加 熱 膨 張
材 ２ １ が 前 記 コ 字 形 材 １ ７ で 挟 持 さ れ て 取 付 ら れ て い る 。 こ の 加 熱 膨 張 材 ２ １ は 前 記 し た
加 熱 膨 張 材 １ ３ と 同 じ も の で 、 両 部 材 １ ７ ， １ ９ 間 に 挟 持 さ れ 且 つ 縦 方 向 に 配 さ れ て 、 接
触 面 積 の 拡 大 と な り 、 扉 の 開 閉 に よ っ て も 落 下 す る こ と を 防 い で い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 こ の 下 框 ７ ｂ の 反 外 周 側 （ 中 央 開 口 １ １ 側 ） に は 、 耐 熱 ガ ラ ス ８ が 挿 入 さ れ 、 高
さ 方 向 を セ ッ ト す る セ ッ テ ィ ン グ ブ ロ ッ ク ２ ３ が 配 さ れ る ガ ラ ス 挿 入 溝 １ ４ ｂ が 形 成 さ れ
、 耐 熱 ガ ラ ス ８ の 下 端 が 挿 入 さ れ 、 シ リ コ ン 系 の シ ー ル 材 １ ５ に て 固 定 し 取 付 ら れ て い る
。 な お 、 室 内 側 が 取 外 し 可 能 な 押 え 縁 ２ ４ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に は 、 防 火 扉 ３ ， ４ の Ａ － Ａ 線 横 断 面 が 示 さ れ 、 こ の 防 火 扉 ３ ， ４ の 横 断 面 の 構 造 も
同 一 構 造 で あ る 。 即 ち 、 竪 框 ７ ｃ は 、 断 面 矩 形 の 中 空 材 よ り 構 成 さ れ 、 外 周 側 は ス ト レ ー
ト 面 と な り 、 反 外 周 側 （ 中 央 開 口 １ １ 側 ） は 耐 熱 ガ ラ ス ８ が 挿 入 さ れ る ガ ラ ス 挿 入 溝 １ ４
ｃ が 形 成 さ れ 、 該 耐 熱 ガ ラ ス ８ の 右 端 が シ リ コ ン 系 の シ ー ル 材 １ ５ に て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 竪 框 ７ ｄ ， ７ ｄ は 、 断 面 矩 形 の 中 空 材 よ り 構 成 さ れ 、 外 周 側 に 縦 方 向 に 凹 部 ２ ６ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ２ ６ で 、 防 火 扉 ４ で は 、 図 ４ に も 拡 大 し て 示 す よ う に 、 両 防 火
扉 ３ ， ４ の 気 密 性 を 保 つ た め の 気 密 材 ３ ０ と 加 熱 膨 張 材 ３ １ が 配 さ れ 、 具 体 的 に は ビ ス ３
２ に て 両 者 を 一 体 と し て 凹 部 ２ ６ に 取 付 け て い る 。 こ の ビ ス に よ る 取 付 け で 確 実 に 取 り 付
け ら れ 、 取 付 作 業 性 は 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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こ の 竪 框 ７ ｄ の 反 外 周 側 （ 中 央 開 口 側 ） は 、 耐 熱 ガ ラ ス ８ が 挿 入 さ れ る ガ ラ ス 挿 入 溝 １ ４
ｄ ， １ ４ ｄ が 形 成 さ れ 、 該 耐 熱 ガ ラ ス ８ の 右 端 又 は 左 端 が シ リ コ ン 系 の シ ー ル 材 １ ５ に て
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 防 火 戸 ３ の 竪 框 ３ ｄ の 凹 部 ２ ６ に は 、 気 密 材 も 加 熱 膨 張 材 も
取 付 ら れ て い な い が 、 必 要 に よ っ て 、 加 熱 膨 張 材 を 配 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 述 の 構 成 に あ っ て 、 火 災 の 際 に は 、 加 熱 膨 張 剤 １ ３ ， ２ １ ， ３ １ が 発 泡 し て 両 防 火 扉 ３
， ４ は 一 体 化 さ れ 、 左 右 の 防 火 扉 の 変 形 が 同 方 向 と な り 、 加 熱 膨 張 剤 １ ３ を 破 断 せ ず に 、
火 災 の 吹 出 し を 確 実 に 防 止 で き る 。 こ の 加 熱 膨 張 剤 １ ３ ， ２ １ ， ３ １ の 発 泡 に よ り 枠 体 に
完 全 に 一 体 化 さ れ る た め 、 従 来 必 要 で あ っ た 錠 な ど の ラ ッ チ に よ る 固 定 の 必 要 も な く な っ
た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 加 熱 膨 張 剤 １ ３ ， ２ １ ， ３ １ に よ り 両 防 火 扉 ３ ， ４ が 一 体 化 さ れ る こ と か ら 、 従 来
用 い ら れ て い る 召 し 合 わ せ 目 板 が 不 要 と な り 、 防 火 扉 の 開 閉 の 後 先 の 順 位 づ け す る こ と も
な く な り 、 そ の た め 順 位 調 整 器 具 が 不 要 と な っ た り 、 前 述 し た よ う に 錠 の 不 要 と 相 俊 っ て
左 右 の ど ち ら の 防 火 扉 か ら も 避 難 す る こ と が 出 来 る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 防 火 扉 に あ っ て 、 上 、 下 、 竪 框 に 設 け ら れ る 加 熱 膨 張
材 が 、 そ れ ぞ れ 適 切 な 構 造 に て 取 付 ら れ 、 確 実 に 装 着 さ れ 、 火 災 の 際 に 有 効 に 働 か す こ と
が で き る 。 即 ち 、 加 熱 膨 張 剤 の 発 泡 に て 、 両 防 火 扉 が 一 体 化 さ れ る と 共 に 、 枠 体 に 固 定 さ
れ 、 確 実 に 火 炎 の 吹 出 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 両 開 き 防 火 扉 の 装 着 例 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 の 防 火 扉 の 縦 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 両 開 き 防 火 扉 の 召 し 合 わ せ 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 枠 体
２ 　 開 口 部
３ 　 防 火 扉
４ 　 防 火 扉
７ 　 框
７ ａ 　 上 框
７ ｂ 　 下 框
７ ｃ 　 竪 框
７ ｄ 　 竪 框
８ 　 耐 熱 ガ ラ ス
１ １ 　 中 央 開 口
１ ２ 　 凹 部
１ ３ 　 加 熱 膨 張 材
１ ７ 　 コ 字 形 材
１ ８ 　 取 付 空 間
１ ９ 　 取 付 部 材
２ １ 　 加 熱 膨 張 材
２ ６ 　 凹 部
３ ０ 　 気 密 材
３ １ 　 加 熱 膨 張 材
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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